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研究成果の概要（和文）：新たな傷害調査システムを構築するために，Oslo Sports Trauma Research Center 
(OSTRC)で開発された質問紙（OSTRC-O，OSTRC-H）を日本語に翻訳し，日本語版質問紙における高い信頼性・妥
当性が認められた．また，日本語版質問紙を用いたシステムを開発するため，大学男子サッカー選手を対象に1
シーズンにわたる傷害調査を行い，日本語版質問紙を用いて傷害を縦断的に調査することができることが明らか
となった．また傷害の記録だけではなく，傷害調査結果をメディカルスタッフに共有することで，メディカルス
タッフが各選手にフォローアップすることも可能であることが示された．

研究成果の概要（英文）：Questionnaires (OSTRC-O, OSTRC-H) developed at the Oslo Sports Trauma 
Research Centre (OSTRC) were translated into Japanese to develop a new injury surveillance system. 
The high reliability and validity of the Japanese versions of the questionnaires were recognised. In
 order to develop a system using the Japanese versions of the questionnaires, injury surveillance 
was carried out on male university football players over a season, and it became clear that the 
Japanese versions of the questionnaires could be used to investigate injuries longitudinally. It was
 also shown that it is possible not only to record injuries but also to share the results of the 
injury surveillance with medical staff so that they can follow up with each player.

研究分野：スポーツ医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
傷害予防を実践するためには，第1段階として傷害発生の実態を把握することが重要である．傷害発生の実態を
把握するための傷害調査は，本邦では今まで狭義の定義である「Time loss injury」を用いた調査が多く，傷害
発生の実態を十分に把握できていない現状であった．本研究により，広義の定義を用いた傷害調査システムが構
築されたことで，今まで明らかにされていなかった傷害発生の実態を正確に把握することができるようになっ
た．今後は，新たな傷害調査システムを用いて様々な競技や年代で傷害発生の調査を行い，その結果をもとに傷
害予防を実践していく必要がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
傷害予防を実践するための研究手法として，「四段階の予防戦略」に基づくことが提唱されて
おり，その第 1段階として傷害発生の実態を把握することは重要である [1]．傷害発生の実態把
握のために行われる傷害調査は，各競技団体や International Olympic Committeeから調査方
法に関する合意声明が出されており，傷害の定義や傷害部位の分類など合意声明に基づいて調
査を行うことが推奨されている．その中でも，傷害の定義の選択が最も調査結果に影響を与える
ことが報告されており，合意声明では「Any physical complaint（全ての身体の不調）」，「Medical 
attention injury（医療従事者の評価を必要とした傷害）」，「Time loss injury（練習または試合
を 1日以上休んだ傷害）」の 3つの定義の中から目的に適した定義を選択することが推奨されて
いる [2]．これまで，多くの先行研究で「Medical attention injury」や「Time loss injury」の
定義が用いられてきた．しかし，これらの定義を用いた場合には実際の傷害発生の一部分のみを
表していることから，実態を正確に把握するためには「Any physical complaint」の定義を用い
ることが望ましいとされる [3]． 
近年，「Any physical complaint」の定義を用いた新たな傷害調査手法が Oslo Sports Trauma 

Research Center (OSTRC)で開発された [4,5]．これは，選手以外の第 3者が記録する従来の方
法から，選手自身が質問紙を用いて身体症状を定期的に報告するシステムである．質問紙は，障
害における身体症状を記録する Oslo Sports Trauma Research Center Overuse Injury 
Questionnaire (OSTRC-O）と，傷害と疾病の両方を記録する Oslo Sports Trauma Research 
Center Questionnaire on health problems (OSTRC-H）の 2種類である． 
本邦においては，「Time loss injury」の定義を用いた調査が多く，傷害発生の実態を十分に把
握できていないのが現状である．OSTRCで開発された質問紙を日本語に翻訳し，広義の定義を
用いた傷害調査システムを構築することは，今まで明らかにされていなかった傷害発生の実態
を正確に把握することができると考える．  
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，OSTRC で開発された質問紙を日本語に翻訳し，日本語版質問紙の信頼性・
妥当性を検討することとする．また，日本語版質問紙を用いた傷害調査システムを構築すること
を目的とする． 
 
３．研究の方法 
(1) 日本語版 OSTRC-Oおよび OSTRC-Hの信頼性・妥当性の検討 

OSTRC質問紙は，ノルウェー語および英語で作成されていることから，International Society 
for Pharmacoeconomics and Outcomes Research (ISPOR)タスクフォースによる報告書 [6]に
準拠し日本語に翻訳する． 
日本語版 OSTRC 質問紙の信頼性の検討は，145 人の大学運動部に所属するアスリートを対
象とする．日本語版質問紙がリンク付けされたメールを送信し，ウェブ上で質問紙に回答しても
らう．1週間後に同様の質問紙をメールで送信し，再度質問紙に回答してもらう．信頼性の検討
は内的整合性と再現性で評価し [7,8]，内的整合性は 1回目の質問紙の回答より評価する．クロ
ンバックのα係数を用いて，質問項目の分け方すべてにおいて内的整合性を検討する．再現性は，
再テスト法を用いて評価し，1回目の回答と 2回目の回答をもとに級内相関係数 (ICC)を算出す
る． 
日本語版 OSTRC 質問紙の妥当性の検討は，145 人の大学運動部に所属するアスリートを対
象に，OSTRCの方法に準拠し（週に１回の頻度で質問紙をリンク付けしたメールを送信し，ウ
ェブ上で回答），10 週間の傷害調査を行う．最終週での質問紙の回答の際に，「質問紙は対象者
本人の競技特性を反映しているか」「全ての質問に回答するのは難しいか」「質問紙の項目につい
て変えるまたは追加することはあるか」「ウェブでの調査は良いと思うか」の 4つの追加項目を
加える．妥当性の検討は，10週間の傷害調査の結果と 4つの追加質問項目より評価する [7]． 
 
(2) 日本語版 OSTRC 質問紙を用いた傷害調査システムの構築 
大学男子サッカー選手を対象に，1 シーズンにわたり OSTRC の方法に準拠し傷害調査を行
い，傷害調査システムを構築する．質問紙は傷害と疾病の両方を記録することができる日本語版

OSTRC-Hを使用する．OSTRCの方法に準拠し，毎週日曜日に質問紙をリンク付けしたメール
を選手に送信し，選手はウェブ上で質問紙に回答する．その後，毎週木曜日にメディカルスタッ

フに回答結果が送られ，それに基づいてメディカルスタッフが各選手へのフォローアップを行

う． 
 
４．研究成果 
(1) 日本語版 OSTRC-Oおよび OSTRC-Hの信頼性・妥当性の検討 



英語版 OSTRC 質問紙を日本語に翻訳し，日本語に翻訳された質問紙の逆翻訳と原版の質問
紙に大きな違いは見られなかった．日本語版質問紙を作成するために，いくつかの変更が加えら
れ，特に OSTRC-Hでは「健康上の問題」を「身体上の問題」に変更し，メディカルスタッフに
関する質問の選択肢も変更された． 
信頼性の検討では，日本語版 OSTRC-Oおよび OSTRC-Hの 4つの主要な質問に対する内的
整合性を検討した．日本語版 OSTRC-Oのクロンバックのα係数の平均値は，膝で 0.97（95%CI，
0.96-0.98），腰で 0.93（95%CI，0.91-0.95），肩で 0.94（95%CI，0.93-0.96）であった．日本語
版 OSTRC-Hのクロンバックのα係数の平均値は 0.96（95%CI，0.94-0.98）であり，日本語版
OSTRC-Oおよび OSTRC-Hの両方において，高い内的整合性が示された．また，再テスト法を
用いた再現性の検討では，1 回目の回答と 2 回目の回答が両方得られた対象者のみ（日本語版
OSTRC-O：30人，日本語版 OSTRC-H：41人）分析対象とした．日本語版 OSTRC-Oの 4つ
の主要な質問に対する ICCは，膝で 0.89（95%CI，0.78-0.95），腰で 0.94（95%CI，0.88-0.97），
肩で 0.96（95%CI，0.92-0.98）であった．日本語版 OSTRC-Hの ICCは 0.97（95%CI，0.94-
0.98）であり，両方の質問紙で高い再現性が認められた． 
妥当性の検討では，145 人の大学運動部に所属するアスリートのうち，72 人を日本語版

OSTRC-O，73 人を OSTRC-H に振り分けた．10 週間の傷害調査の結果，回答率は日本語版
OSTRC-Oでは平均 81.3％，OSTRC-H.JPでは平均 82.7％であった．日本語版 OSTRC-Oの調
査により，障害の有病率は膝で 14.5％，腰で 17.8％，肩で 16.2％であった．OSTRC-Hの調査
により，身体上の問題の有病率は 35.9％で，重症の身体上の問題の有病率は 19.2％であった．
10週目での 4つの追加質問項目より，多くの対象者が質問紙の回答が困難ではなく，変更や追
加したい項目はないと回答した．また，ウェブでの調査がうまく機能していると報告したが，一
部の対象者はスマートフォン向けのアプリを開発する方が良いと回答した．対象者の中で，体操
選手は肘・手首・足首などの部位で障害が多いため，これらの部位を日本語版 OSTRC-Oに追加
したいと回答した． 
また，原版の OSTRC質問紙が 2020年に改訂され，OSTRC-Oから OSTRC-O2，OSTRC-H
から OSTRC-H2に変更された．変更点を踏まえて，日本語版質問紙も改訂を行った．変更点は，
質問 2の文言変更であり，「どの程度練習量を減らしたか」という文言から，「どの程度練習や試
合を変更したか」という文言に変更された．また，質問紙の回答の際にゲートキーパーロジック
が適用され，回答者にとって不要な質問への回答がなくなった．質問の文言変更の影響を検討す
るために，101人のアスリートを対象に 10週間の傷害調査を行い，質問 2の原版と改訂版の両
方を含む日本語版 OSTRC-H に回答してもらった．その結果，質問 2 の原版と改訂版の回答の
一致度を示すカッパ係数は 0.84であった．さらに，質問紙へのゲートキーパーロジックの適応
の影響を評価するため，1585件の日本語版 OSTRC-Hの回答を使用し，ゲートキーパーロジッ
クを適用する場合と適用しない場合の身体上の問題の件数を比較した．その結果，質問紙にゲー
トキーパーロジックを適応することで，身体上の問題の件数が著しく減少したが，その中でも重
度の身体上の問題や時間の損失を伴う身体上の問題については減少の程度が少なかった．これ
らの改訂により，アスリートが質問紙をより簡単に回答することができ，また収集されるデータ
の品質が向上した． 
 

(2) 日本語版 OSTRC質問紙を用いた傷害調査システムの構築 
1シーズンの調査の中で，新型コロナウィルス感染症の流行により，スポーツ活動の制限が行
われていたことから，研究期間は，2020年 3月 30 日〜6月 28日までを自主トレーニング期間
（self-training period，SP），6月 29 日〜12月 13日までをサッカーを行っている期間（football 
period，FP）と分類した．日本語版 OSTRC-H2の平均回答率は 88.8% （95%CI：87.7%–89.9%）
であった．全体として，身体上の問題の平均週間有病率は 19.7%（95%CI：18.3%–21.1%）であ
った．FPでは，全ての身体上の問題と重要の身体上の問題の平均週間有病率はそれぞれ 22.9% 
（95%CI：21.0%–24.7%），15.3%（95%CI：13.7%–16.9%）であった．傷害が主な問題であり，
足関節，大腿，足部の外傷が最も大きな負担であった．また，調査結果をメディカルスタッフに
共有することで，メディカルスタッフが各選手にフォローアップすることも可能であることが
示された．この研究から，大学のサッカー選手は約 20%が傷害や疾病を経験していることを示
しているととともに，大学サッカー選手において日本語版 OSTRC 質問紙を用いて身体上の問
題を縦断的に調査することができることが明らかとなった． 
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